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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 鈴木 裕議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位６番、議席番号４番、鈴木 

裕議員。 

○４番 鈴木 裕議員 おはようございます。一

般質問の２日目、トップバッターです。清和長

井の鈴木 裕です。一問一答方式で質問させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 さて、今回の質問は、通告にあるとおり１つ

です。「カーボンニュートラルへの対応と再生

可能エネルギー推進の取組について」と題して

の質問です。 

 本市からの山形県への令和５年度重要事業要

望の中に、カーボンニュートラルの推進につい

てと再生可能エネルギー活用の推進についてが

ありました。カーボンニュートラルを目指すに

は、再生可能エネルギーの推進が欠かせないの

は周知の事実であります。この２つの関係は切

っても切れないものですので、２つ合わせて質

問させていただきます。 

 2020年10月、政府は、2050年までに温室ガス

の排出を全体としてゼロにする、すなわち2050

年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を

目指すことを世界に向けて宣言しました。排出

をゼロというのは、二酸化炭素をはじめとする

温室効果ガスの排出量から植林、森林管理など

による吸収量を差し引いて、合計を実質的にゼ

ロにすることを意味しています。つまり、カー

ボンニュートラルを達成するためには、温室効

果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及

び強化をする必要があります。 

 では、なぜカーボンニュートラルに取り組む

必要があるのでしょうか。それは、ご存じのと

おり、地球温暖化問題があるからにほかありま

せん。1750年の産業革命以降、工業が発展し、

化石燃料を大量に消費する社会になり、その影

響で温室効果ガスが増加し、今では世界の平均

気温が１度上昇しています。たった１度ですが、

そのことにより、海面上昇を招き、陸地を水没

させ、気候変動を招いて、世界各地で異常気象

を多発しています。地球温暖化は人類存続の危

機であり、全ての国の共通の問題です。ちなみ

に、2020年度、日本の異常気象による経済損失

は約１兆円にも上るとのことです。 

 2015年12月、国連気候変動枠組条約締約国会

議において、2020年以降の温室効果ガス排出削

減のための新たな枠組、パリ協定が発効されま

した。現在の温暖化の進行速度では、2030年か

ら2050年の間に世界平均気温が1.5度上昇する

可能性が高くなっており、そうなることを未然

に防ごうと、１つ目として、世界の平均気温上

昇を産業革命以前に比べて２度より十分低く保


